
野呂鉄春氏より選挙区割りの見直しを求める要望書を
受け取りました。 6月18日7月3日



《前年度比 ０．１％減》

（全会計合計 2 兆 4,553 億 3,712 万 5 千円）
《前年度比 ２．４％ 減》

同時提案 国の緊急経済対策に伴う補正（平成24年度2月補正）

一般会計 309 億 6,272 万 4 千円
公共事業等の追加 224億1,098万7千円
基金の積み増し 84億6,243万6千円 など

平成25年度と併せ

13ヶ月予算
として執行

特別会計・企業会計 50 億 2,491 万 9 千円

埼玉県知事記者会見 平成25年2月13日 ② 1



埼玉県知事記者会見 平成25年2月13日 ③

最優先課題である「経済の再生」へ対応

通商産業政策に地方も
積極的・主体的に取り組み、
地方が競い合う

産業を興す 人材を活かす

通商産業政策の
地方分権化

公共事業などを切れ目なく実施

国の緊急経済対策を
活用した13ヶ月予算

13ヶ月予算で
公共事業

前年度比2割増

安心・成長・自立自尊の埼玉の実現

三大プロジェクトを中心に
５か年計画における
１２の戦略の具現化

エコタウン
ウーマノ
ミクス

健康長寿
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平成25年度 当初予算 ～通商産業政策の地方分権化～

埼玉県知事記者会見 平成25年2月13日 ④

一部
新規

◆中小企業の
新分野への挑戦

2億100万円

一部
新規

◆中小企業の国際化

1億6,600万円

中国・ASEAN諸国等への進出

成長産業分野の販路開拓

経済訪問団の派遣（中国・タイ・ベトナム）

現地日系企業とのネットワーク強化
（タイ・ベトナム）

 上海ビジネスサポートセンターの運営

 アセアンビジネスサポートデスク等の運営
ベトナム政府職員による県内企業への支援体制の整備

海外展示会への出展を戦略的に支援
世界で医療機器、次世代自動車、自動化技術、ブランド食
品等優れた製品の販路を開拓

新

新

新

■次世代産業分野への参入

産学連携による先端研究開発
産・学・官連携による先端研究開発拠点の
構築及び実用化等に向けた研究開発の推進

先導的プロジェクトの実施
さいたま市との連携による医療機器分野の
研究開発プロジェクトを推進

 中小企業の研究開発費の補助
新製品・新技術開発に要する研究開発費の
一部補助 （限度額１，０００万円）

 次世代人材の育成
県内工科系大学との連携による「次世代産業
カレッジ」の開催

中
小
企
業
の
新
た
な
産
業
分
野
へ
の
参
入
促
進

新

新
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平成25年度 当初予算＋２月補正予算・緊急経済対策分

埼玉県知事記者会見 平成25年2月13日 ⑤

区分 24年度

25年度
（13ヵ月予算）

増減 伸率

当初
補正
予算

計

道路 503 499 131 630 126 25.1%

河川 257 267 43 310 53 20.4%

他 79 73 21 94 16 20.1%

合計 839 839 195 1,034 195 23.2%

13ヶ月予算で公共事業2割増

◆国の緊急経済対策に
対応した補正予算

総額360億円
 公共事業（道路、河川等） 約195億円
 県立学校の老朽化対策など
その他の投資的経費 約80億円

 緊急雇用創出基金など
7基金への積立 約85億円

〔公共事業などを切れ目なく実施〕

【公共事業一覧】 単位：億円

（例1）橋りょうの架け替え（2車線→4車線）

国道122号 昭和橋（羽生市）
完成：26年度末→26年度上半期

完成が早まるなど投資効果の高い箇所や
耐震補強などに集中投資

完成6ヵ月
前倒し

（例2）橋りょうの耐震補強

第１新河岸橋（富士見市）
完成：26年度末→25年度末

施工イメージ

完成 1年
前倒し

橋脚を太くし、地震による損傷を防ぐ対策等を実施
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平成25年度 当初予算 ～通商産業政策の地方分権化～

◆エコタウンプロジェクトの推進(本庄市・東松山市)
7億3,600万円

拡充

埼玉県知事記者会見 平成25年2月13日 ⑥

本庄市東松山市

重点実施街区スマートハウス化プロジェクト

８８０戸の既存住宅に集中投資、ｽﾏｰﾄﾊｳｽ街区化
 太陽光発電設備の重点補助、屋根借り実証
 企業提案による創エネ・省エネ・蓄エネ推進

３億３，８００万円

新

地域ＥＭＳ構築

 地域ＥＭＳ構築に向けた
公共施設への太陽光発電、
蓄電池の整備

４，１００万円

新

商店街まるごと省エネ
６，７００万円

新

避難所エコ化モデル

 太陽光発電、ＥＶからの
電力供給システム整備

 自立可能な避難所モデ
ルに

１，２００万円

新

太陽熱利用の冷暖房・
給湯先進モデル

３，１００万円

新
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平成25年度 当初予算 ～通商産業政策の地方分権化～

埼玉県知事記者会見 平成25年2月13日 ⑦

800万円
新規

・「C O C O （女性起業支援ルーム）」の設置

女性起業家のため
の新しいビジネス拠
点
（シェアスペース

＋個別相談）

・商店街の空き店舗を利用したイン
キュベーションショップ運営の支援

新規
1,000万円

・女性向け商品やサービスを集めた
フェスタの開催
・会場：さいたまスーパー・アリーナ
・日時：９/１４～１５

新規 100万円

・県民向け・企業向け総合サイトの制作

新規
4,300万円

・介護や保育等の有資格者向け
職場実習など（４日間）

・主婦向け職場体験など（２日間）

新規
300万円

～女性の能力や経験を
生かした就労継続支援～

・仕事と子育ての両立トレーニング

・マネジメント層や男性の意識改革

・大学生に「ライフデザイン」や「多様
な働き方」に関する意識を醸成

○保育サービス受入枠の拡大
4,000人
・認可保育所の整備
・企業内保育所の設置促進 など

○女性キャリアセンターでの
就業支援

○女性経営者などへの
資金の融資
（融資枠100億円） ほか
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平成25年度 当初予算

埼玉県知事記者会見 平成25年2月13日 ⑧

6,000万円
拡充◆モデル都市の拡大

一部
新規

◆県民ムーブメントの拡大
3,000万円

毎日が健康・生き生きと暮らせる

医療費の抑制

モデル都市を7市に拡大し、県内全域へ普及

【運動】 2,000万円
■ 東松山市：毎日1万歩運動

加須市 ：筋力アップトレーニング

【 食 】 2,000万円
■ 坂戸市 ：野菜もりもり促進事業

和光市 ：食による健康づくり事業

【団地 】 2,000万円
■ 朝霞市 ：団地まるごと生き生き事業

春日部市：官学連携健康団地づくり事業
久喜市 ：団地介護予防事業

新

新

新
新

健康長寿サポーター制度を創設し、
草の根レベルで生活習慣を改善

正しい健康情報を分かりやすく提供し、普及啓発

■ けんこう大使による健康受診キャンペーン
■ ジョギングコースにカロリー消費表示
■ コバトン健康メニューの普及

新

■ 地域で健康づくりを促進する健康長寿サポーターの養成
サポーターを養成する市町村に対する助成
（補助上限 ： 30万円）
年１５，０００人を養成
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平成25年度 当初予算

埼玉県知事記者会見 平成25年2月13日 ⑨

8,000万円
新規◆川の消火基地の整備 ◆自転車すいすい５５プラン

の推進 2億9,100万円
新規

川の消火基地イメージ

階段通路整備

緊急時の消火用水の確保
（県南部の市街地の７５％をカバー）

【整備手法】

①車道左側路肩の平坦化

②青色ペイントで
自転車通行位置を明示

自転車の安全対策のスピードアップ
（既存道路を活用した自転車レーンの整備）
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平成25年度 当初予算

埼玉県知事記者会見 平成25年2月13日 ⑩

1億8,000万円新規 ◆通学路のたまり空間の整備

【整備手法】
①用地のスポット買収
②たまり空間の工事
③防護柵設置・路面標示

交通事故の約６割は、交差点付近で発生

連続した歩道整備は
大変時間がかかる

通学児童が”たまる箇所”
をスポット整備

そ
こ
で

通学路の安全対策のスピードアップ
（交差点部のたまり空間の整備）
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平成25年度 当初予算

埼玉県知事記者会見 平成25年2月13日 ⑩

8,630日/年⇒10,530日/年

スクールカウンセラーの増員
（臨床心理士：生徒、保護者へのカウンセリング）

拡充◆学校における
教育相談体制の強化

3億9,900万円

スクールソーシャルワーカーの増員
（社会福祉士等：学校、家庭での問題などを調整）

教員との連携による早期対応効果

いじめメール相談の充実

児童・生徒がメール相談しやすく！

いじめ相談
フォーム新

スクール・サポーターの緊急増員
（元警察官・教員経験者：生徒、保護者への指導・助言、教員へのアドバイス）

（＋12人）

・生徒間暴力や器物破損事案などへの対応
・校内パトロールによる授業妨害やエスケープ防止・指導

いじめの早期発見・対応
生徒の模範意識の改善

主な活動内容

派遣
効果

4,100万円

拡充◆学校の正常化に
向けた体制の強化
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～鴻巣市が行うエコタウン事業～

市施設・重
機の燃料
で活用

バイオ
ディーゼル
燃料に
精製

市民から
廃油回収

バイオディーゼル活用
事業費：278万円

ＬＥＤ化によるエコの取組
事業費：9,722万円

県 重 点 政 策 連 動 （ 埼 玉 エ コ タ ウ ン プ ロ ジ ェ ク ト ）

防犯灯をＬＥＤ化

 環境意識の向上
 創エネ・省エネ設備の導入促進

市民
＆

事業者
交付予定額 5,000万円
（事業費10,000万円）
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～鴻巣市～ こうのすしゅ く

将軍の鷹狩り行列再現

山車の里帰り

魅 力 あ る 地 域 づ く り

 地域への愛着心や誇りを再認識
 観光客増加の起爆剤

歴史を
アピール 交付予定額 1,100万円

（事業費2,400万円）

家康・秀忠・家光の三将軍が
鴻巣で行った鷹狩行列の再現

巣鴨、川越街道、鴻巣鷹狩 ※江戸図屏風より
千葉県/佐倉市 国立歴史民俗博物館 所蔵

大正初期まで鴻巣にあった山車の里帰りを実現
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至鴻巣市街
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至鴻巣市街
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三
ツ
木
橋

渋
井
橋

三
谷
橋

四
郎
兵
衛
橋

H24  護岸工 L=109m     

H24  護岸工 L=174m     

H25  護岸工 L=1200m     
H25  護岸工 L=100m     

（参考断面）



社会資本整備総合交付金(交通安全)工事（箕田工区） H25.7月中旬～H26.2.28予定

鴻巣川島線の川島側から交差点を臨む 鴻巣川島線の鴻巣側から交差点を臨む

 現況
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～６月定例会 一般質問より～
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アベノミクス
女性が輝く日本

埼玉版ウーマノミクス
プロジェクト

子供たちが母親や触れ合う
人々の中で健やかに育ち、

母親たちが孤立することなく
社会との関わりを保ち、

充実した子育て期間を過ごし
ていける。

出産後の子育て優先率
厚生省2010調査

仕事を
継続
45.9%

仕事を
辞めた
54.1%

両立が難しい
35%

育児に専念
40%

その他

埼玉県では・・・
近接敷地での老人ホームと保育園の
併設 11ヵ所→多分に効果を認めている
【課題】
 赤ちゃんにとって1日だけの不特定多

数の人たちに囲まれて、不安となり成
長に影響が出ないか？

 感染症などの衛生面は？・・・など

Answer：進捗状況を見て『いいとこ取り』の２番手で

関西地区、神戸市での取り組み・・・
ＮＰＯ法人ママの働き方応援隊
『笑顔を届ける赤ちゃん先生』

 赤ちゃんとママが高齢者施設や学校な
どを訪問して触れ合う

7/9 埼玉新聞



～６月定例会 一般質問より～

19

岐阜県美術館での取り組み
体験アート＠県美．Com

「お子さんと一緒に展覧会でもいかがですか」
 ベビーカー利用が可能になるよう職員を配置

 美術教育の有効性

 子育てに役立つ知識を得る
機会を設ける

美術館職員による
企画発想

高いホスピタリティ

岐阜県美術館
県立近代美術館でのファミリー鑑賞会

美術館職員自らの知恵で
おもてなしの心がこもった企画に努める

ベビーカー鑑賞会のような企画は
本県こそ手掛けるべき企画

県立近代美術館
浦和駅から歩いて５分の立地
公園の中に位置する
公園は親子連れでにぎわっている

非日常

ゆったりとした時間

明日への糧

Answer：

7/15埼玉新聞



ご静聴ありがとうございました。

fin


